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Ⅰ ノ リ 養 殖 試 験

足 助 光 久 ･三 木 文 興

本県VCおける養殖ノリの採苗は､天然採苗､野外人工採苗が一般に行なわれてV,るが､最近新しい採

苗方法であるズポ式採苗も一部実施され始めている.本年度はズボ式採苗における糸状体の使用数量､

収容日数等vCついて検討した.また冷蔵細については､乾燥方法に重点をおき､押出し時期､場所vcつ

いて比較試験を行浸ったo

I 人工採苗試験

1. 糸状体熟成試験

試験方法

糸状体熟成試験は当センターにおいて､温度別 (12℃､ 18℃､24℃)恒温培養を行なっ

たO照度は 1,500- 2,000lux で､照明時間を12時間とし､穀胞子嚢の形成､成熟状況､

胞子の放出数を比較試験した｡ 試験は5月30日から8月20日まで行をい､この間6- 15日

毎vc9回観察し､検鏡後換水､スライドグラスの交換を行在つ兜o

試験結果

比較試験の結果は第1表のとおりで､殻胞子のうの形成はどの試験区も培養開始後10-20

日で観察された｡胞子のうの形成状況をみると18℃培養のものが早く次いで12､24℃の版

となっており､胞子のう形成が 50- 60%に浸るまでの日数は､ 18℃で 19日､ 12℃で

28日､24℃で40日となってしっる｡胞子の放出につしつては6月24日の観察で120C 3- 5個､

18℃で0- 1個と放出が見られたが､24oC培養のものでは7月16日に 0- 1個と遅れてし､
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第1表 水温別糸状体成熟状況表

試験開始5月30日 12℃培養 18℃培養 24℃

培養観 察 月 日 胞子嚢成熟率 胞子放出数 胞子嚢成熟率 胞子放出数 胞子嚢成

熟率 胞子放出率6月10日 %10--20 00 %10′-2050′-60 0 0-- 5 I 06月18日

20--25 0 5--10 06月24日 50--40 5---

_5 i 50′-60 0.- 1 10-ー15 07月 1日 60

- 70 5′- 5 50--60 0-_1 20--25 07月 7日
60.- 70 0′- 1 70- 80 8-- 12 40.-501I 0

7月16日 60--70 0.- 1 70- 80 12--25 60--70

0- 17月27日 60--70 1J- -5 80.- 90 5--1

0 70-.80 5′-48月11日 60--70 5-- 5 80-一90 5- 50 70--80

5- 68月20日 70-一80 0′- 1I 90-.95 10- 15 80- 85

0′-12, ズポ式採苗

試験試験方法ズポ式採苗試験は､塩ビパイプ枠 (40fm lO仰′×2n7.)を使用し9

月-10月に平内町浜子地先で2回行なった｡第 1回目は 9月11日に採苗を始め､ 14日

と17日の2回VC分けてノリ絹をズポ袋から出し､固定棚に移しそれぞれ養成した｡第2回目は9月25日VC採

苗を始め､ 10月1日に固定棚に張込み蕃成

した｡ノリ網および糸状体使用枚数ズポ袋収容日数は第2表のとお りである0第 2表 ズポ式採苗状況採 苗 期 間 種 類 '鏑 枚

数 糸 状 体 枚 数 収 容 日 数Ⅰ(i) 9 月11日～ 14日 アサクサ 5間クレモナ

5枚5間ナイロン 5枚 ;;…月穀 (:芸 冒 三.40芸.) 5 日(ii)9 月11日- 17日 アサクサ 5間

クレモナ 5



試験結果

ズポ式採苗試験の結果は第3表のとおりである｡

第 3表 ズボ採苗後生育状況

区 分 観 察 月 日 網 芽 付 葉 長 辞 藻 雑 藻 生育状況(

11月4日)I(i)Ⅱ (ii)m 9月25日9月25日10月21日 クレモナ :{5- 7 mm0.1- 0.2 + r L

7Tl0.5-2.0ムラ付ナイロイ 2--8 0.1一-0.1

5 rr rr 1.0--5.0 良クレモナ 5.- 10 0

.1.-0.55 r r 0.1-0.5不 良ナイロン 5-.7 0.1′-0.25 rr rr 0.5-5.0 良

クレモナ 50.-40 0.5-.2.0 + r 1.5- 5

.0 良ナイロン 50-.40 0

.5-2.0 r r 5.0-5.0 良(数換徴鏡100倍､10視野観察)

第 1回臥 9月14日および17日袋出しのものも9月25日の観察では 1m当り15-50個の芽付きで､従来ズボ採苗では芽付きが濃い傾向が見られた武 1回目の採苗では適度の芽付きであvlた｡

クレモナ網とナイロン網では券付きにほとんど差はないが､ナイロン網の方が汚れが少浸かったため､11月14日の観察では､クレモナ網に比べ良い

伸びが見られた.ズポ袋の収容日数vCよる違いは今回の採苗ではほとんど差がみられなかった｡

第2回目､糸状体枚数を前回の約半数とし収容日数を6日間として採苗した結果､採苗後の芽付きは 1

m当り20-･30個と適度を芽付きであったが､ 10月21日の観察では､1m当り150-200個と二次芽vcよる増募が見られやや濃い芽付きとなっていた.クレモナ鏑とナイロン網との

差は芽付き､汚れもほとんど差はなかったが､その後の生長ではナイロン網の方がやや良かった｡

Ⅱ 病害防除試験1. 冷蔵絹に関する試験

試験場所平内町浜子､むつ市大平､芦崎試験

方法浜子地夏:浜子地先で9月25日- 10

月1日VCズポ採苗したノリ綱を使用し1

1月15日VC冷蔵を行なった.乾燥

方法は短期冷蔵のものは遠心脱水機vcより脱水

〔3- 5分)後入庫

した｡長期 冷蔵の ものは脱水後室内革燥

(加温送風18-20℃)してか ら入庫した｡

, 沖出しは 1



て観察した｡

大湊地区:芦崎湾にて 9月22日～ 27日:!'こズポ採苗したの り網を使用し12月11日に冷蔵

を行そった.乾快は浜子地区と同様に行なVl､12月21日～ 1月15日の間に3回沖出しをし

た｡

試験結果

浜子地区:脱水前後および乾燥後のノリ網 (10間､ノリ芽の大きさ-5-10m)の重孟は

それぞれ約2.6- 1.4KP(平 均約 3.3Kp)約1.5-2.3KP (平均約1.8KP)､約0.76- 0.90

KP(平均約 0.83KP) と在ってお り水分量は脱水後で約40-50% ､乾燥後で17-20% で

あった｡

沖出しは 12月17日､ 1月12日､ 2月15日の3回行なV}､第1回押出しのものは短期冷

蔵長期冷蔵とも良好vC生長し､2月15日の観察では葉長8-12mで摘採可能な伸びを示した.

第 2回目押出しのものは葉長4-6mで葉巾の増加は見られるが､槌色が著しく伸びの遅れが目

立った｡

大湊地区､脱水前後および乾燥後のノ1)網 (/1)等の大きさ-10cm)の重量はそれぞれ約

1.2K9- 3.8KP(平均約2.13Kp)､約1.1- 3.6K?(平均約2･lKP)約0.75- 1.35KP(辛

均1.05Kp)で水分量は脱水後約40% ､乾燥後約14-23% であった.

沖出しは12月21日､ 1月11日､ 15日の3回行浸った｡第1回第2回白の沖出しは浜子

地区で冷蔵した絹を使用したが､張込後の生長が遅く､不良であった｡第3回白に押出ししたも

のは大湊の冷蔵網であるが､張込後の生長が遅くその後ノリが流失する鮭呆となった｡大湊地区で

は押出し時期vc港湾の範菓vcよる泥の流入が多く､水負の悪化による影響が大きかったと思われ

るo

考 察

糸状体の胞子嚢形成および成熟促進の短日処理としては､ 12時間照明の場合18℃の培養で良い結

果が得られ､胞子の放出状況では これより低い12℃で多く見られた.また胞子の放出には胞子嚢の成

熟vc伴をh放出量が増加するのではなく､ある周期をもって放出される傾向があるものと思われる.

ズポ式採苗では､ノリ網1枚当 り1- 1.5枚の糸状体 (ホタテ月殻)で､ 3日間収容すれば採苗可能

と思われる.冷蔵網については､押出し時の海況､冷蔵条件等により結果が左右されるが､短期冷蔵の

活用を検討する必要があると思われる｡

養殖状況について

本年度のノリ養殖状況は 第4表のとおりで､採宙は幌澗でかをりの生産が見込まれたが､11月末

～ 12月上旬vcかけて′J､湊地区での了カグサレ忙よる被害と低気圧vcよる施設破損のため､約300万

枚の生産で平年作vcとどまった.養殖方法 としては､ズポ式採苗 (野辺地地区)浮き流 し r′J､湊地区)

の伸びが目立った｡
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第4表 ノリ養殖状況

漁 協 名 巣 老 数 県 外 種 苗 県 内 種 苗 !生 産 網 数 生 産 数 量

生 産 全 額･J､ 湊野 辺 地む つそ の 他 名 枚 枚 枚 千枚 千円15015520 4,1001500SOD 5,5001,800500700 4,5001,500100500 1,555975400

ll.8509.7855.000合 計 168 4,550 6,500




